HITACHI 

Inspire the Next 


曰立クッキングヒーター （ 画タイプ） 

取扱説明書•料理集 


HT -33 WD お/ HT -32 WD お彦庭用] 


このたびは日な クッキングヒー ターをお買い上げいただき、まことにちりがとうござしほした。 

この 取巧説明室をお読みになり、正し < お搜し、ください。 

お読みになつたあとは、設置エ畢説明害、保証香、「ご相談窓口」とともに大切に 保を してく 
ださい。 

G0A© の！ 

©嫁〇 .を© 

參◎録錢 

◎戀巧！ 

Double IH Cookingheater 



2.5 k 司 □□□□□□□□ 画□□□凹 

0000000000000 


I □□□画□□□□□□□□□□問 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□皿 

) □□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□ □□□mo □□□□□mDDDDmDDDD □□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

) □□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□ 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 □ 

•□□□□□□□□□ □□□□□□ 

参□□□□□□□□田 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ QQQDQD 

♦□□□□□□□□田□□□□□□凹 □□□□□□□□□ 

• □□□□DDDDD □□□□□□□□□ 




□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 D ImLD Iccn 


□ □ 

□ □ □ [ 

DDD 
] 5mL 田 

DDD 

15mL[ 

DDD 

200mL[ 

□ □ 

□ □ □ 

DDD 
] 5 mm 

DDD 

15mL[ 

DDD 

200mL[ 

□ □□□凹 

5 

15 

200 

□□□□□□□□ 

6 

18 

240 

DDDDDDDDDDD 

6 

18 

230 

□□□□□□□□□ 

4 

13 

180 

□ □ 

5 

15 

210 

DDDDD DDDDDD 

3 

9 

110 

DDDDDDDD 

3 

8 

100 

□ □ □ 

5 

15 

200 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
Q QQQ Q □□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 



2 


□ □□ 


■國日□日 □ □ 



DDDDD -'[©••••I !••••% — DDD 

、一►—ソ —卜心 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□凹 



□ □□□□□□□ 

□ □□□□□□□□□□□□□日 . 4 

□ □日日日日日日日日日 . 8 

DDDDDDDD . 1〇 

□ □□□□□ 

□ □□□□□□□□□日 . 12 

□ □□□□□□□日 . 12 

♦ D DDDDDDDD □の14 

♦ □□日 . 15 

□ □□□□日 . 16 

♦ □日 □. 18 

□ □□□□□□□□日 . 20 

♦ □□日 . 22 

DDDDDDDD . 24 

• □□日 □ 24 

• □□□□□□□□□□□□日 . 26 

• □□□日 . 28 

♦ □□□□日 . 30 

□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□日 . 32 

□ □□□□日 . 36 

□ D . 39 

□ □□□□□□□□□日 . □□日 



















































まをのためがずお守りください 


給表。 I しついて 

このお巧鼠巧害およぴ裝品へのき示では、製品をを全に 
正し<お使いいたださ、巧なたや化の人々への危害や財 
産への損害を未然に防止ずるためにいろいろな搶表示を 
しています。 

その表示と患巧は;夕のよラになつています。 

巧容をよ<お認してび5本でをお扉み<ださい。 


A 舎ち 

この表ををな視して誤った巧 D 巧し)をする 
と、人び死 t まには重巧を負ラ可能性が巧 
定でれる巧客をちしています。 

A 注意 

この S 示を巧? 居して裝った助 D 扱いをする 
と，人び損客を負ラ巧能せが想定さ〇る巧 
容および物的損害のみの発まが想定ごむる 
巧容を示します。 


A 警告 

な造はしない 

慢理ほ巧ち m かの人は、を对に分 巧したり、、^ 
修理を行わない 巧が*止 

:•を蛋’けびの原因 
修理城貢い上げの販売 
店または日1臘に猶 g 
口」にこ-相談 < だごい。 

揚げ物調理中は本化か5巧れない 
が《の原因 1 V 


♦巧届の天ぷ5涅かは紀巧に使わない。 

•底に凹凸やそりのおる錫で运げ巧をしない。 

♦必ずちヒーターの垣げ物湿度コント□-ルを使巧し， 
巧属の天ぷ日巧で围理して<ださい。 

♦巧は 500 g (0.5 日 L ) モ滴では沒巧に黄理しないで 
<ださし、ミ由量は50 0 g (0 .己6し） ~ S 00邑 （0.9 し） 

アースを巧実に取日付ける 

な障-萬 S による醜の關 ^9 

アースのあ D 巧けはお貢い上げの巧売店に ア^ 括 

ごネ目鼓くだごい。 g 巧 

コードやプラグび傷んでいたり、コンセン 
卜の差し込みげゆるいとまは巧用しない 1 V 
巧里- シヨー ト-発义の原因 

の招巧で使用してくだごい。 

绍び違った D 巧の巧 S び少ないと.•油び逼熱して発火 
ずる恐れびあ D ます。 

また油の分里びをすざると.をふれてやけどや乂巧の 
原因にな0まず。 

•勇理中その場を離れるとをや萬理をは，化ず空想を切 
り、锅をトッププレートか6おろしてくだ古い。 

巧源を切ったをでを余駐でか温び上び0をおです。 
♦いため巧-規を巧など油を巧ろ料理をするとをらそ 

プラグはコンセントの奥までしっかり室し込む 
発煙.乂獅馳 

プラグの巧や巧の巧付部分にほこりび i ホ青 
している齡はよくなく 
乂災の原因 

ばを巧打ないで，如なし遏ぞないぶうに义力をお整 
ずる。 

巧用をは巧源を切る \ 

火がの原因 \ 

めれたをでブラグの巧さ室しをしない 
感逗の原因 

凸伸ぁ h 

コードを房つけたり、加工したり、無姐こ 
巧げたり、引っ張ったり、ねじったり、 た， P 
ばねた0、忌温部に近づけた D 、 重いちの 
をのせた日、はさみ込んだ0しなし、 

火巧の原因 

咬\ 

♦使わないときは里•货スイッチを r 切 J にしてください。 
長巧不在のとさは.専用回おのフレーカーを切って 
<ださい。 
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ま全のため必ずお守りください（つづさ) 


使巧中や使用後しばらくは各部分に魄〇ない 

高温のためやけどの原因 

特に錯をおろした直後は I トッププレートなどび 

熟くなっているため、手を軸打ないでくだごい。 


zh ま意 


接赃禁止 


他の器員（ガスコンロ）であらかじめ加熱 
した油を使わない 

揚げ物温度コント□ールび正しく働かず、異常 
過熱-発乂の原因 


(トッププレートや□ースターが熱いと高溫を意表 
示で巧5せます。） 


調 illy かの用途に使用しない 


乂災.故障の原因 


0 

0 



む臓用ぺースメーカーをご使用のちは、本 
製品のご使用にあたって臣師とよくご相談 
ください 

本 製品の動作がペースメーカーに影 酱 をちえる こ 
とぴあ D ます。〔左ちヒーターの場合〕 


本巧前方に物を置かない 

义がの原因 


0 


义気を近づけない 

感電-漏電の原因 


0 


油煙びをく出た5電源を切る 

油び高温になっているので，続けて加熱すると 
発乂-火がの原因 


鍋は不巧定なげ態で活用しない 
不安定な状態のまま使巧すると、本体の損傷や 
鍋の落下によりやけどやけびの原因 


〇 

0 



鍋.鍋のとってなどの高温部に独れない 

やけどの原因 


巧が禁止 


の•拼気口をふをいだり、排気口け近に 
手、顔、鍋のとって 
を近づけない。， 

义がの原因 



0 


不安定な場所や熱に弱い敦物上では使用 
しない 

觸ぴ滑り落ち，巧容物びこぼむて 
やけどやけび-発义の原因 


Q 


鍋の下に紙などを敷かない 

鍋の熱で紙び焦げた0、発义•異常動作の原因 


0 


宙詰ゃアルミ製客お（ラどん等び入つた商 / r \ 
易容器）、アルミ道など、鍋む巧のものを VV 
載せない 

破幫した0ホ熱して、 

やけどやけびの原因 
♦スプーンなどの金 
属性ル物を載はな 
い。 
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各部のなまえとはた s を 



高温を意表示部 - 

参各ヒーターの通巧中は点'灯、 
高温ま意中は点滅します。 


が気カバー 

♦中に吸気口とが気口びあります。 
排気口からは熱風び出ます。 



をヒーター に,500 W ) 

(八イノの一細ヒータ ー) 


ちヒーター にで00 W ) 

(ハイパ ワー显ヒータ ー) 


凸マーク (4 ケ 巧） 
目の不自由な方び、 
銅を ヒーターの 中巧 
に置くための目まです。 


とつて 


□—スター （1.200 W ) 

(上 •下とをシースヒーター) 


プラグ 


トッププレート 


□—スタードア 


巧網 

(消耗部品) 


電源スイッチ 


スイッチ銘板 


tt 巧 

巧巧のを 

30 A 

グレー 

20 A 

黒 


操作•表示パネ 


調理タイマー 
み作 •表示部 

をヒーター揉作•ま示部 

(A イバワー III ヒータ ー） 

ちヒーター操作•表示部 

(八イバワー化ヒーター） 

• • 

液晶表示1分キー ^ 

■ ■ 

: 乂力を示ランブ ： 

: 义力ま示ランプ : 
； (巧通技巧 ランプ 破用） ； 


液晶表示 
10 分キー 
タイマー進択キー 



口ースター 
クリーニングキー 

自動おわかしキー 
チャイルドロックキー 

巧おランフ 


义力巧節キー 
ヒーター切/入キー 


巧げ巧キー 
S おスイッチ ( 》 あの [■ 入 J r 切 J) 


义力の目ま 


♦左ちヒーターの乂力の見かたは 
ち図のよラになります。 

参火力の数宇は、火力表示ランプ 
の点口数を示しています。 
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川 口」 

100 W 丰目当300 W 


「3」「4」「5」 「6」「7」「ハイパワ-」 

已〇 0 W 800 W 1.100 W 1 .600 W 2.000 W 吕.己0 0 W 


部品の交換•追加購入 2002 年 9 月現な 


部品名 

部品番号 

巧望ル売価巧 

天ぷ5錯 

HT - N 40 

2.625円(税込） 


天ぷ5鍋（付属品) 



食品巧生まの呈ちにあ合 


揚げ物調理をするとさに 
使います。 

※揚げ物調理む外では、 
使用しないで < ださい。 


■安全機能について . 

の•巧巧□がふさびれていた D して、本巧巧部び異巧に再温になった D . おほの溫度び異なに上 
がると,ブヴーが曲り,通巧を巧止しまず。 

巧巧中に巧をおろずと.約30巧を、メロディーび鳴0,通巧を语止しまず。 

おってナイフやフォークなどのを厲か巧や.直涅約11 cmW 下の篇を扭だて左またはちヒーターを®窜ず 
ると.の 30 巧後にメ□ディーが W り、通巧を»止しまず。また使えない曲のときにも«きまず。 ( P .11) 

巧げ物活ちコントロール使用時，巧ほに 2 mmULh のそりびあった D 、 変おしていると，ブヴーが 
田り.通*を停止しまず。 

トツフフレートや口ースターのおちび再君であることを、トツフフレートの場合は离温ま S 表示 
班がな巧し、□-スターの«さは液晶ま示び点巧し，岳温ま育を表示してお知らせしまず。 

各ヒーターまたは□-スターを巧用し、一定時巧経過ずると通®を停止しまず。 

巧の温®び投定沼度に違した巧さ（巧げ巧活度コント□-ル時）、巧理タイマーび巧了した場さ、 
□-スターの自動闻理び按了した巧合,メロディーやブヴーでお巧らせしまず。 


火力調節キーで火力を設定するとさのフヴー音は、とろ乂、弱火、中火、強义、八イパワーの乂力目安の 切りおわり時 
にのみ音び旧0まず。同じ义力目安のなかで义力を巧えてをブザー音は柏 D ません。 

■をち画ヒーターの加熱開始义力設定について . 

如熱開始時は火力「己」 （1.100 W ) で通巧します。お巧みによって開始時义力を f 7」に.000 W ) に切り換えることびで 
きます。义力を切り換えるときは、里おスイッチを「入 J にし、全てのヒーターび通電を行っていないげ,態で、 焼き如減 
キーを巧3秒間巧しつづけます。「ピッ」とフヴー音び鳴ったら切り換え終了です。同じ操作で如熱開始乂力を「7」 (2.000 W ) 
か5「51 ( 1 . 1 00 W ) に戻すことびできます。 

■メ □デイー機能について . 

タイマーお了などのメ□ディー音をブヴー音に切り換えることびできます。切0換えるとさは、電源スイッチを「入」にし、 
全てのヒーターび適軍を行っていないがおで、1分キーを巧3抄間巧しつづけます。「ピピッ」とブヴー音び鳴った5切り 
換えお了です。同じ操作でフヴー音をメ□デイー音に戻すことびできます。にの時は,メ□デイーび唱つて切り換えお了です。） 


過熱防止機能(本巧•ちちヒ-夕-） 
鍋無し自動停止機能(なヒ-夕-) 
小物検知機能ほちヒ-夕 -） 
揚げ物鍋そり巧知機能(もヒ-夕-) 
高温ま意表示 
切り忘れ防止機能 
お知5せ機能 


チャイルドロックにごいて 


参チャイルド□ックは、お子様などの誤操作を防止する機能です。 

♦チャイルド□ックを設定すると、全てのヒーターおよび□-スターの通里ができなくなります。 


設定のしかた 


〇 電源を入れる 

• 虽おランフび点灯します。 

0 チヤイルド□ックキー 
を約3秒間押ず 

•チドイルド□ックランフび点灯 
し、設定されます。 

ぷ •各ヒーターおよび口ースター 
び ® 用やは投定できません。 

■ チャイルドロックは巧源を切っても（また電涵フラグを巧いても ) 
き S 巧していまず。 



解除のしかた 


〇 電源を入れる 

参虽据ランフとチ ■v イルドロック 
ランフび点打します。 

0 チヤイルド□ックキー 
を約3秒間巧す 

• チ 1 ^イルドロックランフ奶肖口 
し . 巧おします。 
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